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はじめに

  ロックウール化粧吸音板は、建設省による「不燃材料（不燃第１０２１号）」の認定

（１９６９年）や「JIS A６３０７ロックウール化粧吸音板」の制定（１９７７年制定の

後、１９９４年「JIS A ６３０１吸音材料」に統合）によって、JIS 製品になるなど、品

質、性能の評価が高まるにつれて需要も増大してまいりました。

  ロックウール化粧吸音板は、不燃・断熱・吸音にすぐれた天井材としてオフィス、住宅、

学校、病院、ホテル、店舗などに幅広い用途に採用されております。その施工法も従来の

接着工法だけでなく、施工がスピーディに仕上がる「システム天井工法」が開発されて早

や４半世紀以上になり、現在ではオフィスビルの天井の代名詞にもなっております。

  ロックウール工業会では、設計、施工、内装工事技術者各位の指針的資料として１９８

１年にロックウール化粧吸音板「施工マニュアル」を刊行しました。その後、１９９５年

兵庫県南部地震によるシステム天井の被害状況調査結果を基に見直しを行い、システム天

井標準施工法を制定し、ロックウール化粧吸音板「設計施工資料」を刊行いたしました。

しかしながら、施工手順書、施工要領書としては不十分なものでありました。本来施工技

術は多岐にわたり、注意事項等についても数項目で尽くすのは極めて困難でありますので、

ここに工業会として統一した標準施工要領書を刊行することになりました。

  本書がシステム天井の施工指針として業界関係者に役立ち、あわせてロックウール化粧

吸音板の品質、性能保持と施工水準の向上に資することを期待しております。

２００１年１月１日

ロックウール工業会
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１．１．１１．１．１１．１．１１．１．１

適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲

１．１．２１．１．２１．１．２１．１．２

システム天井のシステム天井のシステム天井のシステム天井の

種類種類種類種類

第１章第１章第１章第１章        総総総総    則則則則
１． 一般事項
この施工要領書は、事務室等の一般用途のシステム天井の標準施工方法につい
て規定する。

システム天井

スタータイプ

ピラミッドタイプ

ロ型タイプ

テギュラータイプ

フラットタイプ

レイインタイプ

長尺タイプ

ラインタイプ

クロスシリーズ

ラインシリーズ
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図 1-1 ラインシリーズラインタイプ(例図)

①①①①        ラインシリーズラインシリーズラインシリーズラインシリーズ        ラインタイプラインタイプラインタイプラインタイプ

設計モジュールによって設備ゾーンをライン状に配置しその中央部に

アルミまたはスチール製Ｔバーラインを走らせる。

そして、ロックウール化粧吸音板、厚さ 15 ㎜にＨバーを差し込みなが

ら、設備ゾーンとＴバーのラインの間に乗せて張り上げる工法である。

この工法の特徴は天井面に設置する設備機能を集中させて、施工を合理

化し簡略化する。なお、天井仕上材の幅は 400㎜を標準とする。

概 要

軸組図

天井伏図

構 成 図
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図 1-2 ラインシリーズ 長尺タイプ(例図)

②②②②        ラインシリーズラインシリーズラインシリーズラインシリーズ        長尺タイプ長尺タイプ長尺タイプ長尺タイプ

ラインタイプと、コンシールドタイプのミックス型工法で、それぞれの

長所をミックスしている。設備ラインはアルミまたは、スチール製Ｔバ

ーを使用する。

設備ラインの間には、長尺のロックウール化粧吸音板を張り上げ、すっ

きりとして美しいばかりでなく耐震性に優れている。

なお、天井仕上材の幅は、400㎜を標準とする

概 要

軸組図

天井伏図

構 成 図
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図 1-3 クロスシリーズ レイインタイプ(例図)

③③③③        クロスシリーズクロスシリーズクロスシリーズクロスシリーズ        レイインタイプレイインタイプレイインタイプレイインタイプ

ロックウール化粧吸音板、及び照明器具などを、アルミ又はスチール製

Ｔバーで組まれた格子内に落とし込む（レイイン）工法である。そのた

め施工性アップし、工期の短縮が図れる。ゆったりとした重厚なイメー

ジのシステム天井で、かつ、設備機器の増設、移設及び撤去も容易にで

きる。とくにロックウール化粧吸音板の四周を上図のように加工した工

法をテギュラー工法と称している。

概 要

軸組図

天井伏図

構 成 図
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図 1-4 クロスシリーズ ロ型タイプ(例図)

④④④④        クロスシリーズクロスシリーズクロスシリーズクロスシリーズ        ロ型タイプロ型タイプロ型タイプロ型タイプ

照明器具をロの字型に配置するクロス工法とライン工法の特長を組み

合わせたシステム天井である。キュービックモジュール（通常3.2ｍ）

の中に、天井に必要なあらゆる機能を組み込み室内を１つの単位空間の

連続体として展開している。

無方向性・無配光性を実現し、インテリジェントビルに最適である。

概 要

軸組図

天井伏図

構 成 図
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２．１．１

部材の種類と

名称

第第第第 2 章章章章  天井下地材天井下地材天井下地材天井下地材
   １．共通事項
    システム天井下地材の各部材の種類と名称は、図 2-1のとおりとする。
      

図 2-1 部材の種類と名称
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２．１． ２
品質

  システム天井下地材の各部材の品質は、次による。
（１） 本体と CTクリップ、T Tジョイント、チャンネルハンガー、その他

の金物との結合は、がた及び緩みのないものでなければならない。
（２） 本体は使用上支障のあるねじれ及び変形があってはならない。
（３） 本体の接合部は、仕上げの取付けに支障のある目違いがあってはならない。
（４） 本体の化粧面の接合部は使用上支障のある隙間、段差、ずれがあってはならな

い。
（５） 本体の防せい処理は、JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）に規定する

Z12 以上、またはこれと同等以上の防せい処理を施したものでなければならな
い。

（６） 金物は、本体と同等以上の防せい処理を施したものでなければならない。但し、
つりボルト及びナットは、JIS H 8610（電気亜鉛めっき）に規定する 1種 1級、
2種 1級以上の防せい処理を施したものでなければならない。

（７） システム天井下地材の性能は、表 2-1 表 2-2 及び表 2-3のとおりとする。
本体とは、Tバー受チャンネル、Hバー受チャンネル、振れ止めチャンネル、
回り縁、Tバー、Hバーをいう。その他を金物という。

表 2-1 スチール材の性能

    注(1)亜鉛の付着量の規定は、JIS G 3302の表 4(両面等厚めっきの両面
       最小付着量)の両面３点法平均付着量による。

表 2-2  アルミニウム合金押出形材の性能

表 2-3  塗装性能

アルミニウム合金の塗装は、ＪＩＳ Ｈ 8602(アルミニウムおよびアル

ミニウム合金の陽極酸化塗装複合皮膜)Ａ種でもよい。

                   



― 8 ―

２．１．３

構造及び加

工

２．１．４

部材の形状

及び許容差

システム天井下地材の構造及び加工は次による。
（１） Tバー受チャンネルは 1600mm以下の間隔で入れなければならない。
（２） Tバーは熱膨張を考慮して材長 3ｍにつき１～1.5mmの間隔を空けて接続
        しなければならない。
（３） Tバーは、仕上材の最低載せ掛け代が 5mm以上確保できなければならな
        い。
（４） CHクリップは、Hバー全数に対して 2ヶづつ、CHクリップは Hバー1
        本置きに 2ヶづつ取付けなければならない。

 システム天井下地材の部材の形状及び許容差は次による。
表 2-4 天井下地材の形状・寸法及び許容差    単位 mm

           備 考  厚さｔの許容差は、JIS G 3302による。
     
                              表 2-5 金物                単位 mm

      備 考  板厚の許容差は、JIS G 3302による。
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２．１． ５
材料

    システム天井下地材に使用する材料は、表 2-6又はこれと同等以上の品質
 をもつものでなければならない。

表 2-6  材料

      注(1)は、JIS H 4100でもよいものとする。
        (2)は、JIS G 3505でもよいものとする。
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３．１． １
品質

第第第第3333章章章章            ロックウール化粧吸音板ロックウール化粧吸音板ロックウール化粧吸音板ロックウール化粧吸音板

１．１．１．１．    共通事項共通事項共通事項共通事項

    ロックウール化粧吸音板の品質は次による。
（１） ＪＩＳ Ａ ９５０４「人造鉱物繊維保温材」に規定するロックウール

を主材料とし、結合材、混和材を用いて成形し灰華石模様、非貫通孔状、
凹凸状、印刷、ラミネート及びそれらの組合わせなどの表面化粧をした
ものでなければならない。

（１） ロックウール繊維の品質はＪＩＳ Ａ ９５０４「人造鉱物繊維保温材」
の規定による。

       表 3-1  ロックウール原綿の規格値

（１） ロックウール化粧吸音板は、JIS A 6301「吸音材料」の規格品またはそ
れに準ずる商品でなければならない。

（１） ロックウール化粧吸音板の標準寸法と性能は表 3-2及び表 3-3による。

       表 3-2  ロックウール化粧吸音板の標準寸法        単位mm

長辺断面

ベベルエッジ

短辺断面

カーフ加工

カーフ加工

スクエアーエッジ

スクエアーエッジ

注文品の長さ及び巾は、当事者間の間で定める。ただし、その許容差は、この表による。
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                  表 3-3  ロックウール化粧吸音板の性能
項      目 JIS A 6301における規制値 試験方法（JIS等）
密      度 500Kg/ｍ３以下 JIS A 6301
含  水  率 3.0%以下 JIS A 6301

厚さ   9㎜  40N以上
厚さ  12㎜  60N以上 JIS A 1408
厚さ  15㎜  90N以上 （試片 20cm×15cm）
厚さ   9㎜   0.14㎡・K/W以上
厚さ  12㎜  0.19㎡・K/W以上
厚さ  15㎜  0.23㎡・K/W以上

難燃性 建設省防火認定 不燃第1021号 難燃1級 JIS A 1321

曲げ破壊荷重

熱抵抗 JIS A 1420

（５） ロックウール化粧吸音板の吸音性能による区分は、表 3-4による 0.5M
とする。

                 表 3-4  ロックウール化粧吸音板の吸音性能による区分

吸音率による区分 残響室吸音率

0.3 0.21～0.40

0.5 0.41～0.60

0.7 0.61～0.80

0.9 0.81以上

          備考１．JIS A ６３０１付属書に規定する標準測定条件による。ただし、剛壁密着
                   で測定した場合には吸音率による区分の後ろに記号Mを、その他には記号 S
                   を追記する。
            備考２．残響室法吸音率の値は、中心周波数 250Hz、500Hz、1000Hz、及び 2000Hz
                   における値の算術平均値とする。

           
            残響室法吸音率の値は、図 3-1のによる。
                                        図 3-1
                         トラバーチン・パターン、厚さ 15mm
                                 金具工法(システム天井工法)背後空気層 300mm

                                     

残
響
室
吸
音
率

周波数（Ｈｚ）
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     （６）ロックウール化粧吸音板の仕上り状態での自重によるたわみは、T
           バー支持間で１/400以内とする。
     （７）ロックウール化粧吸音板の吸湿たわみの限度は、30℃、80％の施工
           環境で、0.5mmを越えないようにしなければならない。

           図 3-2  吸湿時におけるロックウール化粧吸音板のたわみ
                   （ロックウール工業会自主規格）

                

 ロックウール化粧吸音板は、その性質上、吸湿することにより材料

が変形し、施工状態では、たわみが生じる。たわみ量は温度が高いほ

ど大きくなり、湿度が高いほど急激にたわみが進行する。通常 3日程

度でたわみはほぼ安定し、その後の大きな変化はなくなる。

 天井板のたわみにより、外観上の不具合が生じるが、その見え方は

施工場所の光の状態により変わる。照明器具が点灯されてなく、窓等

からの一方からの外光のみの場合、たわみが最も分かりやすく、照明

器具が点灯し、拡散光が多くなると分かりにくくなる。通常、たわみ

量の限度は経験的に照明点灯時で 1.0mm、照明非点灯時で 0.5mmと

されている。
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ハ）ブリッジ補強
・梁や設備機器等で、やむを得ずＴバー受チャンネルが切断される場合は、チ
  ャンネルの組合せによりブリッジ補強をする。
（ブリッジ補強のチャンネルは、ダクト下フトコロ及び照明器具高さを考慮
  し、取り付ける。）

中間検査中間検査中間検査中間検査
イ）自主検査
ロ）補修、引渡し

Ｃ．別途設備工事Ｃ．別途設備工事Ｃ．別途設備工事Ｃ．別途設備工事

設備機器取付の留意点
・工事中、天井下地に乗ったり動かしてはならない。
・工事中、天井下地に以上な変形等が生じた場合は是正する。
・下地工事で使用してある水糸は取り外さないこと。



アルミダブルライン
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Ｄ．天井仕上げＤ．天井仕上げＤ．天井仕上げＤ．天井仕上げ

（１）レベル・通りの確認

イ）確認
・残してある水糸によって、Ｔバーのレベルと通りを確認する。
・天井板の仕上りに問題になるような状況は、監督員に申し出た上でその原因を調
べる。

ロ）補修の責任
・天井下地の補修が必要な場合は、その原因となった業者の責任においてこれを補
  修する。

（２）天井仕上げ・点検口の取付

イ）天井板割付けの位置出し
・基準墨から天井伏図を基に天井割付け芯を墨出しする。
・天井板を貼り始める周辺に最も近い場所で、柱等の障害がない天井板の目地にな
  る位置を、割付け芯より採寸確認の上水糸を張る。

ロ）天井板の仕上げ
・天井板は、表面に汚れが付かないように、清潔な手又は手袋等を使用して施工す
る。

・温度３０℃湿度８０％以下の環境で施工する。
・水糸から最初のさね部に、Ｈバーを軽く差し込み、次の天井板をＴバー間に載せ
差し込む。目地に隙間がなくなるまで押し込む。

・それぞれの天井板は方向を合わせること、又、Ｈバーに方向が指示されているも
のは天井板とも方向をあわせること。


